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目 的　 ナ イ ロ ン ６ の 高 弾 性 化 を 計 る た め に 、 ポ リ エ チ レ ン の 高 弾 性 化 に 有 効 な ゲ ル 結 晶

化 法 を ナ イ ロ ン ６ に も 適 用 し 、 そ の 作 成 法 の 差 異 に よ る 構 造 及 び 力 学 的 性 質 の 変 化 を 詳 細

に 測 定 し 、 ゲ ル フ ィ ル ム 作 成 時 の ど の 要 素 が 延 伸 性 に 大 き く 作 用 す る の か を 研 究 し た 。

方 法　 ナ イ ロ ン ６ の 未 延 伸 乾 燥 試 料 は,      3 種 の 溶 媒 、i ）ギ 酸 、i  i) ギ 酸 ／ クa  ロ ホ ル ム

の 混 合 液 、i  i i）ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル に 溶 解 後 、 溶 媒 を 除 去 す る 方 法 で 、 作 成 し た 。 溶 媒 除

去 の 方 法 は 、i ）、i i) に つ い て は 、 凝 固 浴 法 、 溶 媒 蒸 発 法 を 用 い 、i  i i)に つ い て は 、 真 空 加

熱 乾 燥 法 を 用 い た 。 一 方 、 延 伸 試 料 は 、 窒 素 気 流 中 の 乾 熱 延 伸 法 に よ っ て 得 た 。 こ れ ら の

試 料 の 構 造 解 析 は 、 Ｘ 線 回 折 法 、 示 差 走 査 熱 量 分 析 （D  s  c  ） 法 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 観 察

に よ っ て 行 っ た 。 力 学 的 性 質 は 、 粘 弾 性 ス ペ ク ト ロ メ ー タ ー を 用 い て 、 複 素 弾 性 率 の 温 度

変 化 に つ い て 測 定 し た 。

結 果　i ）、i i）の 溶 媒 か ら 作 成 さ れ た 試 料 で は 、 そ の 構 造 と 力 学 的 性 質 に 対 し て の 、 溶 媒

の 種 類 及 び 混 合 率 の 依 存 性 は 小 さ い 。 ゲ ル フ ィ ル ム 形 成 能 は 、 濃 度1    0   w   t   ％ ま で は 、 ナ

イ ロ ン ６ 溶 液 の 濃 度 と 粘 度 に 、 大 き く 依 存 し て い る が 、 溶 液 の 濃 度 及 び 粘 度 が 高 く な る に

従 っ て 、 そ の 影 響 度 は 小 さ く な る 。 こ の ゲ ル フ ィ ル ム の 延 伸 性 に つ い て は 、 フ ィ ル ム 形 成

能 に 依 存 す る と こ ろ が 大 き い.   i i i）の 溶 媒 か ら の 試 料 は 、i) 、i i ）の 試 料 と 異 な る 構 造 が 観

察 さ れ 、 溶 媒 の 影 響 が 大 き い が 、 フ ィ ル ム 形 成 能 はi),  i i) と 同 様 に 、 濃 度 に 依 存 す る と こ

ろ が 大 き い 。 ま た 、 延 伸 性 に つ い て は 、i ）、i i) に 比 べ 若 干 劣 る が 、 延 伸 挙 動 が 全 く 異 な る

た め 、 検 討 の 余 地 を 残 し て い る 。
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目的

天然 七lしロー ス繊建 に付着 した 巧れ と除去 守 弓今段t しT  、洗剤 追考を 用い 弓場 合、洗

剤 溶膏 加汚 れ乙垢合 二 除 去さｰれ5 以 前 の段 階 と し7  、洗斉り溶液が 犬然 七･レD  ー^ 繊維 の

膨 潤 へ恥ずす影 響 は フい・ 、検 討 才% ＼乙ヽ零ゼぶ5    ii. 思 われｉ 。そこ で 、今 回･f.  前 回 の喫

験 に加x   Z 、洗 吝l岩滝 の膚 階 、進度。浸墳 時間t 考化 させ 、夭然-fc･レロー:< 緯維 か最丈 膨

潤 我態 に至5 、最 適条件ｌ 調 べ-fe 。 含た 、洗為|溶熹 ごﾌ･名､<? の-sa度.  遭 度f のヽ 、as 張-h t

昶腱 し 、これと,   夭然-&l レa － ス繊鵠 の膨 潤と の関係 志昭 か にした 。

方 法

試料･s^ 、麻糸 のラ5  ーt  傭 用い 温 度-  ﾗilt  忠名々蛮化 さ^ 鸚死身|溶寂 に 、浸順 府閣 を

変化^  -tt、浸 瓊さtt た 。以 上 の廬 に処理 しを 試 料 吉.   
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al　Qoa ㎡t^r      C P. S. P. C. ） 嫂 置 を冊続 やtt 1^〉く線 小角散支援 置ヒ, k 線 広m 吋し装 置

二ぷ') 潮 定しt- 。表面張 巾の測 定I*  , ジ3  '; ーﾌ､ ぜン マ-1 秤t 便吊し征。

結果

天然-^^ レD  -  ス繊魅 包渉漬 寺tt  仁場 合 、各<?   の理斉浦 遡 の温 度と着度 を蛮化 さ-tt 、×線

小 角散 乱曾m により 、散 古し強度を測 定 し乍結果 、最 も膨遡 才l>選 度 、墳度 かをれ を゙れ見出

さ れた。 岑だ 、こ れらの条件下p  応ヽ け§表 面哨カ ヒ フI I T も.     あわit  ヽ考鞭 卒5 ，


